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第1部　総会
　司会の市川副理事長から、組合員出
席者21名、委任状29名、合計50名、
組合員72名に対し過半数を超え、総
会は成立と報告されました。

　新常務理事が開会のことば、海野青年部会長の印刷
産業人綱領唱和に続き、新井理事長が挨拶を述べまし
た。「今年の基本方針は

『学ぶこと』『参加するこ
と』『仲間とのネットワー
クの活用』です。また最
近、若き青年部のパワー
を実感しています。組
織の若返りを視野に活
動していきたいと考え
ています。」
　開催地である川越支部の㈲東京工芸社 荒井孝明氏を

議長に選出、議事に入りま
した。
1.平成26年度事業報告
2.平成26年度収支報告
　以上を一括審議すること
とし、大谷専務理事が説明
しました。監査報告は、熊
谷支部 椎橋俊夫氏、川越
支部 櫻井豊喜の両監事が報
告。特に質問、意見はなく、
賛成の拍手で承認されまし
た。
3.平成27年度事業計画案
4.平成27年度収支予算案の
２案が再び大谷専務理事か

埼印工組　平成27年度　通常総会開かる
　平成27年度埼玉県印刷工業組合の通常総会が、５月20日（水）ラ・ボア・ラクテ川越で午後３
時より開催されました。

ら提案説明され、賛成の拍
手により承認を受けました。
5.「借入金の最高限度額決
定」も続いて承認され、市
川副理事長の閉会あいさつ
で、総会は終了しました。

第２部　講演会
　第２部は、午後４
時から(社)日本印刷
技術協会、藤井建人
氏による「印刷ビジネ
スの現在を知って未
来を考える」と題する
講演がありました。（詳しい内容は次ページへ掲載しています。）

第３部　懇親会
　第３部の懇親会は、大谷専務理事の
司会でスタート。新井理事長の挨拶では、
今年７月３日（金）開催予定の関東甲信
越静地区協議会第63回年次大会のご協
力、ご参加を改めてお願いし、渋木副
理事長の来賓紹介へと続きました。
　来賓のご挨拶は、地元川越市長の川
合善明氏、埼玉県中小企業団体中央会
事務局長の松村和夫氏からいただき、
関連企業の紹介に移りました。関連企
業31社41名出席され、代表して設楽
印刷機材㈱設楽誠一社長よりご挨拶い
ただきました。食事の合間には名刺交

換がなされ、埼洋会様からの川越のお酒、鏡山も協賛
され会は大変盛り上がりました。
　川越支部組合員が壇上で川越締めを、城戸副理事長
の閉会あいさつで、散会となりました。

〈開会挨拶〉 新常務理事 〈綱領唱和〉 海野青年部会長

〈議長〉 川越支部　荒井組合員

　〈総会司会〉
市川副理事長

〈来賓〉
川越市長　川合氏

椎橋・櫻井監事の監査報告

〈懇親会司会〉
大谷専務理事

〈来賓紹介〉
渋木副理事長

新井理事長挨拶

総会で説明する大谷専務理事 〈来賓〉
中央会　松村氏

〈関連企業代表挨拶〉
設楽氏

〈謝辞〉 
佐藤副理事長

〈講演会司会〉
 櫻井監事



（3）

No.135 
埼 印 工 だ よ り

 本の紹介 

　JAGAT で は「 未 来
を創る」を発刊した。
印刷会社がやること
は、新 し い デ ジ タ ル
マーケティングに沿っ
た印刷物を作ってい
かなければならない。

「マーケティングオー
トメーション」が注目

され、印刷産業が取り組むべき今後のビジネスの参
考書としてほしい。

 印刷ビジネスの現在を知ること（配布資料抜粋）

　この半年、商業印刷の下げ止まりを感じている。
機械の削減も一服、また印刷業の破綻も減少した。
印刷ビジネスに潮目の変化の兆しが到来した。
　印刷産業の市場規模は5.5兆円。需要サイド：印
刷実需減少一服　供給サイド：設備の減少ペース
減速　印刷受給バランス調整が進んだか。広告市
場規模は、３年連続拡大、６兆円台回復＋2.9％、6.2
兆円、印刷メディア減少△1.3％2.0兆円。広告費
が消費現場に投下される。書籍は再減少、雑誌は
続落、小ロット化。通販カタログ：部数は３年連
続横ばい、年率６％で小ロット化。フリーペーパー：
７年ぶりに増加。折込チラシ：枚数は増税後に減っ
て戻らず。

●第2部　講演会

「印刷ビジネスの現在を知って未来を考える」 
講師：（社）日本印刷技術協会　藤 井 建 人 氏

 地域活性ビジネスのポイント

　１.印刷会社と地域活性の親和性の高さ　２.可能
な範囲で、利益を度外視せず　３.持続的な地域活
性の仕組みを創ること　４.地域資源を再発見して
ブランド化　５.産業活性への道筋を考える。顧客
接点の一つとしても地域資源を見直そう。地域活性
に取り組んだ会社の事例として、キャラクター・コ
ンテンツビジネスに取り組む印刷会社が増加、印刷
会社のゆるキャラ・ご当地ヒーローあり、印刷物の
地産地消性が大切である。
　印刷ビジネスに進出して黒字化を果たした書店の
経営理念は、「たらいの水」。（水を自分の方に引き
寄せようとすると向こうへ逃げてしまうけれども、
相手にあげようと押してやれば、自分の方に戻って
くる）
　地域活性ビジネスにおいて、印刷会社がかかわる
ことのできる余地は大きい。地域を知り尽くす印刷
会社ならではの強みを発揮していただきたい。

川越支部の締め〈乾杯〉 岩渕副理事長 〈閉会挨拶〉 城戸副理事長懇親会
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　６月３日（水）、さいたま市大宮区・宇宙劇場におい
て、平成27年度　青年部通常総会が開催されました。
　まず、大川副会長の司会で開会し浅野幹事による印
刷産業人綱領唱和がおこなわれました。

　続いて、海野会長の挨拶と、ご来賓の埼玉県印刷工
業組合　新井理事長から青年部への期待と激励の挨拶
をいただきました。

〈開会のことば〉
仁居幹事

〈司会〉
大川副会長

〈印刷産業人綱領唱和〉
浅野幹事

　議事に入り、平成 26
年 度 事 業 報 告・ 決 算 報
告、平成 27 年度事業計
画・収支予算と続き、ス
ムーズな進行で無事承認
されました。その後、新
入会員の ( 有 ) 長谷川産
業の長谷川太一氏と㈱
ムサシの伊東 勉氏、日
本 ア グ フ ァ・ ゲ バ ル ト
㈱の中野崇大氏が紹介
されて一言ずつご挨拶
をしていただきました。 
　会場を移しての懇親会
は多いに盛り上がり、皆
が親交を深める事ができ
ました。そして、更なる

親交を深めるため二次会・三次会へと続きました。

埼玉県印刷工業組合青年部　　  　　　　　青年部会通常総会開催

〈挨拶〉
海野会長

〈来賓挨拶〉
新井理事長

〈議長〉
海野会長

〈事業報告〉
望月副会長

〈決算報告〉
里見会計

〈監査報告〉
惠監事

〈新会員〉　中野会員

〈全青協副議長から一言〉

〈予算案〉
河村会計
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　平成27年７月３日（金）・４日（土）の２日間に亘っ

て「関東甲信越静地区印刷協
議会第63回年次大会in埼玉」
が、ソニックシティ小ホール
及びパレスホテル大宮、鉄
道博物館に於いて開催され
ました。
　当日は生憎の天気で、朝
から強い雨に見舞われ、参
加者の出足を心配しており
ましたが、予定していた全
員の参加となり、盛況な開
催となりました。
　主催者である我々埼印工
の面々は、準備のため、朝

の８：40に集合しました。まずは、新井理事長の挨
拶で結束を固め、大谷専務理事の指示に従い各スタッ
フが協力しながら全体会議にむけて封入等の準備作業
にはいりました。すると予想しないトラブルも様々で
てきて、あちこちで慌てる風景もありましたが、百戦
錬磨のメンバー達は全てをうまくクリアしていきまし
た。それにしても、壇上に飾られた小さな「国旗」と
やたらとでかい「10県旗」のサイズ違いには、どうな
ることやらと肝を冷やしました。出迎え担当のメンバー
は雨の中ご苦労様でした。

　13：00より全体会議が渋木副理事長の司会進行に
よって始まりました。最初に、埼印工組を代表して一
言ご挨拶をさせて頂きますと新井理事長から歓迎のあ
いさつがあり、続いて全印工連の島村会長、生井専務
理事と挨拶が続きました。
　島村会長からは、組織・共済制度についての詳しい
説明を受け、組合員のメリットとして是非共済制度の
有効活用をしましょう！といった趣旨のお話を頂き、
生井専務からは、全印工連の様々な活動や「各委員会
資料」全事業の概要の説明がありました。そして、全
体会議のメインでもある講演は、全印工連経営革新・
マーケティング委員会の瀬田章弘委員長による「課題
解決型ビジネスモデル構築に向けた５つのステップの
解説」をテーマに講演会
が開催されました。
　14：45より「理事長
会・分科会・事務局会議」
です。今回の最大の難点
が、会場が離れていると
いうところにあり、移動

平成27年７月３日（金）・４日(土)第63回年次大会in埼玉
時代を変える「本

ほ ん

気
き

人
び と

」  集え精鋭！彩の国
会場：大宮ソニックシティ小ホール・パレスホテル大宮

各県理事長 〈司会進行〉
渋木副理事長

新井理事長 島村会長 生井専務理事

講演：瀬田章弘委員長

第1部　年次大会
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協議会会長のご挨拶では、良い示唆を頂きました。
　今、業界変化には、４つの潮の流れがある、１．超
少子高齢化　２.社会の成熟差　３．国際グローバル
化（印刷物の輸入が増えている）　４．IT化で、この
ような厳しい経営環境の中で組合員企業が成長発展を
遂げるためには、中小印刷の地域性という特性を最大
限に生かし、それぞれの地域において、これまでの信
用と実績を基盤とした新しい力の創出が不可欠であり、
さらなる「ソリューションプロバイダー」へと進化する
ためには、地域の纏め役として責任と役割を十分に果
たし、地域経済に貢献できる企業へと成長していかな
くてはなりません、と力説頂きました。
　続いて、ご来賓を代表して埼
玉県知事 上田清司様と埼玉県
中小企業団体中央会会長 星野 
進様よりお祝いのご挨拶を頂き
ました。式典も終盤に入り、各
県の理事長紹介、退任役員に感
謝状の贈呈、次期開催県紹介で
は新潟県印刷工業組合から挨拶
を頂き、そして最後に閉会の言
葉を岩渕副理事長が締め、無事、
閉式となりました。

　18：20より会場をパレスホテル大宮に移し、いよ
いよ懇親会の開催です。フルート・ピアノ・アルパ三
重奏の歓迎演奏、おごそかな雰囲気ではじまりました。
　司会を務める新（あたらし）
常務理事とアシスタントの平
山さんの息もピッタリ。懇親
会の盛り上がりを予感させる
最高のスタートです。

に7～10分もかかってしまう為、スケジュールを立て
るのに大変苦労しました。「頼むからトラブルが無い
様に…！」との願いも空しく、トラブル発生！なんと
分科会会場の８F会議室の扉が全て開かない…。大慌
てでカギを借りにソニック事務局へ駈け込んで対処し
たけれど10分はロスしてしまいました。（反省）
　筆者も分科会に参加し
ました。私が出席した教
育・研修委員会で思った
ことは、まず年次大会に
出席するとしないとでは
大きな違いがある。情報
を知りながら学ぶ事がで
きる、全印工連、県工組
からの情報、通達、理解を組合会員がどう取り組むか
ということを知ることができる。印刷講座・印刷営業
士認定試験・管理印刷営業講座・管理印刷営業士認定
試験・印刷生産技術講座・印刷生産士認定試験の年間
の開催があるが、受講者数が平成23年度以降から減っ
ていることが討議されました。このような資格試験・
講座等については、いかに企業が真剣に取り組み生か
し活用して行くことが大切かということを感じ、それ
によって企業の質的内容を濃くしていくためにも大事
であることを思いました。
　16：00より「理事長会・分科会報告」です。再び
小ホールに戻ってきてもらわなければならないのです
が、皆さん迷子にならずに戻ってきてくれてホッとし
ました。
　17：00より記念式典です。上田県知事や県の部長
さんをお迎えするために県の指示を全うする気遣いは
スケジュールに影響を与えないかと肝を冷やしました
がギリギリの来場で何とか無難なスタートが切れまし
た。

　司会者は、城戸副理事長とアシスタントの平山さん。
惠常務理事の熱い思いのこもっ
た開会の辞で始まり、海野青年
部会長の元気な声での印刷産業
人綱領唱和。城戸副理事長のテ
ンポの良い進行で小気味よい式
典となってきました。日暮秀一

〈三重奏による歓迎演奏〉

〈司会〉　新常務理事・平山さん

〈司会〉　城戸副理事長・平山さん 〈印刷産業人綱領唱和〉

上田埼玉県知事

埼玉県中小企業団体中央会
星野会長

岩渕副理事長次期開催　新潟工組

日暮協議会会長

第２部　懇親会



（7）

No.135 
埼 印 工 だ よ り

　まずは新井理事長の開会の
ご挨拶。170名弱を超える多
くの方々の来場に感激のご様
子。それも当然、一番気苦労
され、一番努力された最高責
任者ですので、計り知れない
感動や満足感が理事長を包ん
でいらっしゃるのでしょう。
　来賓挨拶は、田中良生衆議
院議員。短めのご挨拶で場を
わきまえた配慮を感じました。
　 続 い て 関 連 企 業 の 紹 介。
35社57名の参加を頂きまし
たが、この大会が開催できる
のも関連さんの下支えがあれ
ばこそで、組合員一同、心よ
り感謝申し上げます。その関
連企業を代表して、設楽印刷
機材㈱ 設楽誠一社長より丁重なご挨拶を頂きました。
そして、輝きあふれる前途を祈念し８名による鏡開き
と宮崎栄治郎県議による高らかな乾杯を頂き、懇談、
名刺交換等で交流様々和みの時間となりました。

　しかし、そんな時間は早く過ぎて行くもので終宴に
近づく頃、待ちに待った一部の人のみぞ知る「ラフラ
ンス」の登場です。懲りもせずハーモニカを持った埼
印工の面々が舞台に上がると「ふるさと」｢若者たち｣
の合奏で、会場の皆さんも大注目！そして、この大会

のために岩渕副理事長が作詞作曲をした「10県の歌」
を披露する時には、青年部の面々が大挙して舞台前に
整列し、ハーモニカの伴奏に合わせて合唱披露してく
れました。親会と青年部のコラボの演出は、来場者に
とって埼玉の勢いを感じる光景になったようです。さ
らに、最後は｢若者たち｣を会場の皆さんと大合唱！島
村会長や宮崎県議が大きな声で唄ってくれています。
いや～大盛り上がりです。その
熱い雰囲気の流れで市川副理事
長の中締めがまた盛り上がった。
そして佐藤副理事長の次回での
再会を誓いあった万歳三唱で終
宴を迎えました。
　長い一日ではありましたが、
来場者にとっても設営側にとっ
ても、とても実のある有意義な
一日だったと信じペンを置きた
いところですが、まだ物足りな
い者たちは、大宮南銀座の二次会場へ足を運び、モノ
マネ・マジックショーで我を忘れるほど笑い楽しんだ
のでした。
　７月４日（土）10：00オプショナルツアーで、鉄道
博物館の見学を行いました。他県より20名の参加を頂
き総勢30名を２班に分け、ガイドさんの案内で鉄道の
歴史や実物とふれあい、日本の発展に鉄道が大きな役
割を持って貢献してきたことを学びました。
　２日間、このイベントを通し感じたことは、参加した
それぞれのメンバーの心の中に、新たに貴重な思いが
加わった事と思われます。そして、埼印工にとっても
大きな結束が生まれたように思えます。参加する大切
さを改めて感じさせてくれた大会でした。
　皆さん、ご協力どうもありがとうございました。

（リポート：常務理事　新保信義）

「ラフランス」によるハーモニカ演奏

鏡開き

〈来賓挨拶〉
 田中良生衆議院議員

〈開会挨拶〉　新井理事長

〈関連企業代表挨拶〉
設楽印刷機材(株)　設楽社長 〈万歳三唱〉　佐藤副理事長

〈中締め〉　市川副理事長

〈乾杯〉
 宮崎栄治郎県議会議員

青年部による「10県の歌」披露
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　理事長会と、
経営革新・マー
ケティング、組
織・共済、環境・
労務、教育・研
修、CSR推進専
門、官公需対策
の委員会に分か
れ、それぞれ意
見が交わされま
した。
　理事長会、分
科会報告が行わ
れ、主管県神奈
川県工組の杉山理事長の挨拶、大会旗の伝達式と続き、
次期主管県となる埼印工組 新井理事長が埼玉県をPR、
参加を呼びかけました。

関東甲信越静地区協議会定例会開催される
於:東京ハイデルベルグ会議室

　平成27年３月６日（金）、関東甲信越静地区協議会
下期定例会が神奈川県工組主管で開催され、埼印工組
から新井理事長はじめ６名が出席しました。
　挨拶で日暮地区協会長（千葉県工組理事長）は、「業

界の状況は、『未来を破壊する』
（ジョー・ウェブ博士とリチャー
ド・ロマノ氏の共著）に書かれて
いる予測に合致した状況であるこ
とを述べました。また、「経営の景
況感は、大企業ではよくなってい
るが、地方の中小企業ではまだま
だです。地域情報を交換して地元
に持ち帰って下さい。」と挨拶し
ました。
　続いて全印工連 木野瀬副会長
から「全印工連の創立60周年記
念行事、還暦のつどいについての
ご案内、1 日 30 分の勤務時間の
短縮を従業員努力で成功させた
事業所の解説があり、「今後の印
刷業のあり方を経営者の意識を変
えていかなければならない。」と
述べ、生井専務理事の事業概況説
明、経営動向調査結果の解説があ
りました。

会長と神奈川・埼玉両理事長

大会旗伝達

日暮会長

全印工連
木野瀬副会長

全印工連
生井専務理事

関東五県印友会　栃木にて開催される
　平成27年6月5日（金）、栃木県茂木町のホテルツインリンクで、関東五県印友会が開催
され、埼印工組から新井理事長をはじめ５名が出席しました。
　主管の栃木県工組の小山専務理事の司会で全体会議がスタート、小林理事長の挨拶の後、
関東五県印友会吉田会長（群馬県工組理事長）の挨拶がありました。「古き時代から進化を

続ける印刷業界ですが、関東五県印友会は歴史を背負った伝統のある団体
です。本日は知恵を出し合って討論していただきたい。」本日の議題は、「関
東五県印友会の今後の在り方」です。各県工組の財政が厳しくなり、登録料、
宿泊料、旅費を捻出することが厳しくなって、役員の負担をお願いしてい
る工組が増えてきています。隔年にする案、人数を減らす案なども出まし
たが、何とか続けたいというのが大方の意見でした。

小林理事長
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　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第７回目は、三共印刷株式会社さんです。

Vol.７ 三共印刷株式会社

　オンデマンド印刷の多岐にわたる機能の中で、バリア
ブルデータを駆使して制作される製品づくりのパイオニア
です。特に、難解・複雑なデータをひも解いて印刷物に再
現していく仕事には、楽しささえ感じられる程、意欲的
にパソコンに向き合っています。当然、彼抜きに当社の
オンデマンド印刷を語ることはできません。
　33歳の彼は、２人のお子さんのパパであり、休みの日
には親バカぶりを発揮しているようです。先日は、猛暑
の日に有給をとり、子供のために着ぐるみをかぶって、イ
ベントで大汗かきながら大活躍していたようです。その
ような彼ですので、人柄も温厚で、誰からも親しまれて
おります。

DTPデザイナー　中島　直也さん
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我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき

代表者変更（敬称略）

　㈲東京工芸社（川越支部）　　代表取締役社長　　木内　武
　大屋印刷㈱　 （深谷支部）　　　　　〃　　　　　大屋　崇

訃 報 　心よりお悔やみ申し上げます。
平成27年５月３日
　関東図書㈱（浦和支部）　ご母堂　岩渕　綾子様（98歳）（組合元副理事長）
平成27年７月９日
　望月印刷㈱（大宮支部）　前顧問　望月　二郎様（83歳）

お
知
ら
せ
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豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売

●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス

●ITビジネス支援事業

株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工
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作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは
埼玉県印刷工業組合
事務局まで。
奮ってご応募ください。

紙 上 作 品 展
2015

 越後浦佐毘沙門堂裸押合大祭
椎橋俊夫　（株）博文社　　　

 あげお花しょうぶ祭りにて
髙橋　徹　髙橋印刷製本㈲


